
土　　留　　工

　土留工の選定にあたっては、各工法の経済比較及び周辺環境等を十分考慮して、安全

かつ経済的でまた、工期のかからない工法を採用することが必要である。

　なお、土留工の遵守すべき事項は「建設工事公衆災害防止対策要綱」に定められてい

る。

工　　　法

素　　掘　　り

矢板建込み工

建込み簡易土留工

鋼 矢 板 土 留 工

掘　削　深

Ｈ≦1.5m

1.5m＜Ｈ≦3.8m

摘　　要

　良質な地盤で、地下水位が低

く水密性を必要としない現場

　良質な地盤で、地下水位が低

く水密性を必要としない現場

　(根入れ２０㎝として算定）

　良質な地盤で、地下水位が低

く水密性を必要としない現場

　根入れがないため地下水位の

高い場合はボイリング及びヒー

ビングの発生が考えられるので

補助工法の検討を要する。

図　　番
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１．土留め工の種類

アルミ・軽量鋼

1.5m＜Ｈ≦6.0m

土留工の設計基準
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１段目支保以深を均等配置とする。

掘削幅

切梁

アルミ矢板

・軽量鋼矢板
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軽量鋼矢板標準図

※ＳＮ-Ⅰ型（参考）

（参考）

アルミ矢板標準図（参考）

※ＳＡＹ-33型（参考）

アルミ矢板

・軽量鋼矢板

アルミ矢板

・軽量鋼矢板

土留アルミ矢板鋼・土留軽量鋼矢板工
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